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Research Abstract

本研究では、燃焼排ガス中からHCl、SOxなどの有害ガスと粉塵の経済的同時除去するための技術を開発することを⽬的として、某市で現在稼働中のゴミ焼却排ガ
スを⽤いて、異なる性状の消⽯灰の反応率測定し、消⽯灰のHClガス除去機構について考察した。 
予め⼀定量の消⽯灰を堆積させた濾紙を内部に設置したガラス製反応管を焼却炉下流の煙道中に設置して、排ガスを⼀定流量で吸引させることで、排ガス中のHCl
と消⽯灰を反応させた。煙道中の粒⼦濃度をエアロゾル濃度測定器で測定した。ガス吸引箇所におけるHCl濃度は役260ppm,⽔分約20%、反応温度は195-200℃
であった。試料粒⼦として、成分がほぼ同様(CaO含有量が約73%)であるが、製法が異なるため⽐表⾯積に約3倍の差がある2種類の消⽯灰を⽤いた。反応終了
後、消⽯灰を⽔中に溶解させてイオンメータとイオンクロマトグラフィーによりCa2+とCl-の濃度を測定することから、各条件の反応率を決定した。また、殻状モ
デルを⽤いた反応形態の理論的な考察を⾏った。これらの検討の結果、以下の結果を得た。 
1)実験に⽤いた2種類の消⽯灰の反応率は0.36(⽐表⾯積⼤)と0.16であり、反応率が粒⼦の⽐表⾯積及び細孔構造に影響されるものと考えられる。 
2)消⽯灰とHClの反応は、反応初期においては⽣成物層内拡散律速に⽀配されるものと考えられる。 
3)反応した消⽯灰を粉砕して未反応部分を表⾯に出すことにより再利⽤の可能性があると考えられる。

[Publications] ⾦岡千嘉男、古内正美他2名: "都市ごみ焼却排ガス気流中からのHCLガスの除去に関する基礎的研究" 第13回エアロゾル科学・技術研究討論会講演
論⽂集. 113-115 (1996)
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